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データセット作成の概要

2007年2月28日 CEReS共同研究成泉報告会＠けやき会館

放射量補正（ch.3-5) 

輝度温度の計算（ch.3, 4, 5) チャンネルごとの補正方法
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背景と目的

地球観測衛星の高機能化・多様化（90年代後半から）

全疎観測jむけの光学センサだけを見ても”

ADEOS/OCTS, SPOT /VEGETATION, ADEOS-11/GLI, 

Terra/MODIS, Aqua/MODIS 

NOAA/AVHRRの時系列データの重要性

20年以上の全球データを蓄積、最近は無料で公開している。
新しいセンサとつなげることで地球システムの理解を深める。

目的：AVHRRのGACデータから解像度4kmの全球データ
を作成するシステムを開発する。

昨年からの変更点：
・プログラムの改良、Jtグフィックス
・データの処理
・コンポジットを作成しない
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放射量補正（ch.1& 2) 

反射率の計算（ch.1& 2) 

• NOAAの号数に合わせて分光放射輝度を算出

．その後、大気上端での反射率を算出
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NOAA-7, 9, 11の場合

L=Gc(DN-Oc) 

ただし Ge= Ac exp(Bct) 

NOAA14の場合
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NOAA・7,9, 11号のゲインの変化
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幾何補正

特徴

・軌道情報としてTwoLine Element 

(TLE）を使用

・チップ画像を用いたGCPの自動取得

”1ヶ月を3時期に分けて約10日を単位

として処理を行なう

”TLEと時刻を準ニュートン法で最適化

・BilのGCPで愚適化、 2御lで精度評価

TLEの例
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地上基準点（GCP）データ

・MODISのプロダクトの2002年の時系列を使用

・AVHRRのプロダクトと閉じ投影に変換、雲を除去

・特徴点を選択して緯度・経度を抽出（597カ所）

・GTOP030より高さを抽出

－幾何補正したAVHRRと画像相聞を用いたマッチング
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幾何精度の評価（誤差ベクトル）

精密補正

2007年2月初日 CEReS共問研究成果積告会＠けやき会館

まとめと今後の課題

まとめ

> AVHRR GACデータから4km解像度の全球データを作成する
システムを改良した。
> 1982年のデータを処理した。
〉幾何精度の評価を行った。

今後の課題

〉より長期間のデータを処理する。
〉鍵何補正の精度を向上させる。

千葉大学環境リモートセンシング研究センターのご支績に感謝いたします．
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結果

作成したデータセット 1982年7月の例（動画）

期間：1982年

方法：Jtソコン4台を用いて処理
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幾何精度の評価（時間に伴う変化）
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精密補正
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幾何精度の評価（ピクセルに対する誤差）
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精密補正
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